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道徳教育の秤検討

－台湾の日本植民地時代の道徳教育と現状の考察を手がかりとして－

ARe-examinationofMoralEducatioｎｌｎＴａｉｗａｎ

陳又媛

Ｗb"db1Cjze〃
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ｐａｓｔｏｎｅｈＬｌｎｄｒｅｄyears・Ｉｔｃｏｖｅｒｓｔｗｏｅｒａｓ：ｔｈｅＩ〕eriodofPre-warJapanegeCo]onialismand

theperiodofthePost-ｗａｒＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＣｈｉｎａ・Ｉｔｉｓｆｏｕｎｄｔｈａｔｔｈｅｍｏｒａｌｅｄｕｃａｔｉ()ｎｉｎＴａｉｗａｎ

ｉｓｂａｓｅｄｕｐｏｎＣｏｎｆｕｃｉａｎｉsｍａｎdmoralism、Ｔｈｉｓｉｇａｌｓｏｓｉｍｉｌａｒｔ〔）themoraleducationm

theJapaneseMeijiperiod・Therefore，indiscussingthePre-warmorElleducatiollofJapan，

ＩａｍｒｅａｌｌｙｒｅｖｉｅｗｉｎｇｔｈｅｃＬｌｒｒｅｎｔstateｏｆｔｈｅＴａｉｗａｎｅｓｅｍｏｒａｌｅｄｕｃａｔｉｏｌ】．

1．台湾における道徳教育の歴史はじめに

台湾の歴史は，1611t紀に大陸の編雌省から漢民族が，

移住して来た時から始まる。その後'7世紀に;土オランダ

の植民地となり，明１１ﾘ]鄭氏の20余年の支配を経て，満州

族の時代となった。従来，台湾と中国大陸とは一衣帯水

の地理的位膣にあり，古くから文化的同質性をもつ。現

在台湾の学校で生徒が学ぶ中国の歴史はまさに，五千年

の歴史であり，台湾の歴史はただ一地方の歴史にすぎな

い。しかし，台湾近代の歴史を顧牽ると，２０世紀に入っ

てからば単独で展開をつづけている。つまり，１９世紀末

１１本に五十年間支配された後，ロ本の敗戦で大陸に復帰

した。Ⅱ11もなく内戦の結果，台湾は''二'国から分離して新

な歩みを始めることになる。このような大きな歴史の動

きの''１で，台湾に住んでいる中国人にとって，「道徳」

の根本的な土台はどのように築き上げられたのであろう

か｡私はここで，台湾近代両ｲ|具の歴史を「日本の植民

地」と「中華民国復附}後」とに分け，それぞれの時代の

道徳教7irについて考察してみたい。

人Ⅱ'１は無限の歴史の時空の流れに乗って，それぞれの

先M1の遺産を受|ﾅ継ぎ，絶えず変容したり，新たな創造

を力'1えてⅢ:代から１１t代へ伝えていくものである。長い歴

史を通して培われた「遺産」を意図的に子孫に伝達する

のが教育というものである，教育の問題を考えるとき，

それがいつも時代の要請に応え，時代とともに変化して

きたＷ実を忘れてはならない。台湾はアジアの「四頭の

小竜」の一つに数えられ，経済的繁栄が続いている、

1986年の戒厳令解除以来，台湾の民主化と日Ijl化はめざ

ましい。しかし根深い伝統文化から生じてくる歪承は二

十世紀情報社会に入っても，文化内部の価突・伝統的な

社会関係の解体に反映されているといえる。現在の台湾

はさらにもう－段階を登ろうとする過度lU1であって，経

済繁栄の裏面にば一片の混乱を呈している。それゆえ，

人間疎外，青少年犯罪，社会暴力などが，後を絶たな

い。こういう現代の道徳の混乱の'１１で，なんとかしなく

てはならないと誰もが思っている。だが，過去の'１１い逝

徳をもって現状の安定をはかろうとするのか，それとも

現代の不安定をふまえて，新たな道徳を創造しようとす

るのか，意見が分かれる。私はこの論文では，この二つ

の意見をふまえて，もう一つの考え方を提示したい。

1-1．日本の植民地時代の台湾の道徳教育

ロ本による植民地期間は，1895年日清戦争の結果とし

て，ロ本が渚IRIから台湾の割,渡を受けてから，1945年第

二次世界大戦の日本の敗戦までをいう。その五十年間
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屯，台湾教育令の発布を中心として，二期に分けること

ができる。第１期は台湾教育令発布前（明治28年６月か

ら大正８年３月まで)，第２期は台湾教育令発71j後（大

正８年４月から昭和22年まで）である。当時の教育の実

践状況を考察しながら，道徳教行についてどのように取

り扱っていたかを考えて承よう。

1-1-1．第１期（台湾教行令発布|iii）

「蛮島」「禽獣の巣窟｣'）という程度の認識しかなかっ

たロ本の明ｹﾞl政府にとって，「日本の植民地」時代の第

１期の台湾教育はいうなれば試験期間の段階に入ったと

ころだといえる｡日清講和条約の批准交換の後，台湾総

督に海軍中将樺山資紀が任じられ，５月21日台湾総督府

仮条例を制定した。条例では，教行に関する事務は学務

部という機関が司るとされた。刈治28年，伊沢修二が，

台北市外，士林の芝山巌でロ本語を教え，初等教育とlid

時に教員の養成も行うため，学校を鮪設したのが本格的

な台湾の教育の始まりである2)。台湾学務部のJLl｢業にＩ)Ｍ

する大要ぱ，明治29年台南県知事よりだされた『台湾教

育にDMする具申』3)に糸ることができる』それは下記に

述べる通りである。

１．教科[1Ｊ頒布・我が国体政体の大略，忠君愛国の要

領言行等を漢文体に編纂し，民間書房をして之を併

川せしむ。

２．台人の俊才及富豪の子弟を日本に遊学せしむ。百

剛一見に如かず。彼等をして日本の進運を実視せし

め，父祖伝来の迷夢を自醒せしむ。

３．台人の特性に対する教育上の注意。心意上の化育

を与へんと欲せぱ，宜しく対手の特質を熟知するを

要する。

４．儒教を利用する事。我が教育勅語を奉読するに，

其の忠孝の道に於いては儒教と異なるを見ず。日本

の大道を奉戴するは即ち儒教を信奉する所謂なるを

’悟らしむるを用す。

明治20年代の日本は欧米列強に追いつこうと，「和魂

洋才」のスローガンの下，科学技術を輸入してきた近代

国家と自負していた。日本国内には，一方で修身教育を

通して，忠君愛国の理念を強調し〆他力では近代化に川］

応して学校教育制度を整え，日本政府は始めから，おそ

らく台湾島民の言語だけでなく思想さえもすっかり日本

に同化するという根本方針で教育を実施したのであろ

う。すなわち「忠君愛国」という皇民化教育である。

当時の台湾教育については，台湾の文化部市台南に関

するイギリス人モントゴメリー（P.Ｈ､SMontgomery）

の記述によると，当時台湾の移住民の大部分は労働階級

と，それから纏じた商人であり，教育は非常に遅れてい

た。９０％の男子は全く無学文盲で，女性の教育水準がさ

らに低いとある｡。また，風俗習慣・道徳的観念に関わ

ることが「台湾文化志中巻｣のに見られる。すなわち，

「今の学官，孔ｒを奉じて先聖と為し，従祀の者皆先師

とし，，l$院多く先師を祀りて敢て先聖を祀らず，閏Ilnの

大儒は朱了を以て最と為すが故に，「し}院に崇奉せざるな

く，海外台湾も亦然リ」とあることから，台湾は日本の

Ⅲ(【民地|け代以ijij，主として孔子を祀ったり，穰輿を行っ

たりしていたということがうかがえる。ほかに朱子祠も

附設したことから考えると，台湾はｌｌｊ国本土福建省と同

じく朱子の教化の影響を受けたことば明らかである。

１８９９（明治31）年２月24日の台湾総督府内調査係によ

る公教育諮問に対する答申に，「既往に於いて本島人の

jill脳を文配せるものは孔孟の道徳にして，趣院書房は本

島にありては孔孟の模型として造られるものなり，故に

之を再興し之を奨励するIよ’大に民意に役ずるものなる

も荷も之に惇る時は，人心は忽にして離散し，政治教育

共に其のロ的を達する螂態はざらん｣のと述べられると

おりであった。つまり，漢民族の儒教思想の影響を伝統

ﾊﾟﾘに強く受けていたTLi湾は，,風俗習`ＩＪＩ，宗教，道徳的観

念などすべての点において，天皇制の明治日本と相違し

ていた。日本政府にとっては政治的･経済的統治よりも，

いかに早く日本人との国民的同化を達成するかが，台湾

植民地における初期統治の主眼であった?)。それゆえ，

この帝国臣民としての国家に対する義務観念の酒養を

「忠君愛国」の国民糒神を掲げる教育勅語に託した。周

知のように，教育勅語は明治23年に総理大臣山県有明，

文相芳川顕正のもとで，枢密顧問官元田永孚を中心に作

成されたの。教育勅語は明治12年の「教学大旨」に示さ

れた皇国思想の流れの上に国民道徳の基本を明らかにし

たものであるが，「学制」以来の道徳教育に関する二つ

の主張，近代道徳と儒教道徳がここにおいて総括された

といえる。

教育勅語が台湾の学務部の事務の'１]に浸透しはじめた

当時について次のような記述がある。「又教育勅語の聖

旨を本島人に遵奉せしめる事は，教育上緊要の事項なの

で，芝山巌第一四講習員卒業式の際にも既に何秋潔をし

て漢訳勅語を捧読せしめ，本島人参列者に御旨意の貫徹

を図ったが，同十二月一日更に乃本総督は拓植務大臣に

]11〔識の上，本島諸学校に於て勅語本文捧読に続き，漢訳

文をも拝読せしめんと計薑した。……同二月十八日訓令

第十五号を以て，自今宮公私立各学校において，教育勅

語の捧読に続き，訳文を以て聖旨を貫徹せんとする時
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）於て一層この趣旨をUjらかにしている」と掲げられるよ

うに，すべての学校教育は道徳教育を主とすると明らか

に示されている。

この台湾教育令をきつか(ナiこ台湾教育は一大進展する

（こ至ったが，内容的にはまだ完全なものではなかった。

この教育令は台湾における台湾人教育に関するzl1F項だけ

を規定したものであったため，内地人（台湾に住んでい

る日本人）教育に関しては何も規定することはなく，台

湾教育は日本本土の教育とば別系統であったのである。

そこで，大正11ｲｒ２ｊｊに行われたの台湾教育令の改正の

主IUl点は内合人共学iliU度の確立に置かれた。この改正さ

れた教育令の要旨は，「初等普通教育しＩ』の小学校，高等

普通学校を施す中学校，高等女学校及び高等学校，実業

学校，専''１学校，大学の制度はそれぞれ内地の小学校

令，’１｣学校令，高等女学校令，商等学校今，実業学校

今，ｊｊＪＩ１Ｕ学佼令，大学令に依り，……」と述べている。

日本の諸学校令は日本初代文部大臣森ｲ丁礼がりj治19年に

「国家のため」の教育を明確に表明するために，学校制

度全般を規定したものであった'鮒)。したがって，教育令

の改I};は，台湾人と内地人とのＩＨＩにあった別学の一線を

緩和するものであったが，何時に，台湾人に対する「忠

臣愛囚」の理念を－１?ｌ強くｌＴくことをも可能とするもの

であったといえる。すなわち，この改正において台湾教

育の発展とともに「皇民化」の民族精神も日増しに広が

っていくという榊図も可能となったわけである。

以上のことから，植民地時代の道徳教育というのは，

台湾人全体の尊皇思想への帰依を意図した[1本政府によ

る民心統一の手段であたと見ることができよう．つま

り，一方で忠君愛国の標語が掲げられると同時に所他方

で，これによって台湾を植民地として支配し，経済利益

を搾取した。ただしこのようなとらえ方は歴史を一面か

らしか見ていないのであって，必ずしも全面的に否定さ

れるべき恐の歴史ではないという主張もある。例えば黄

昭堂}よ『台湾・爆発力の秘密』の著作の中で，儒教精神

だけでは台湾の発展は有り御ない，これほどまでに台湾

が発展できたのは，実は，１１本が台湾に残したものが基

礎になっているからである。占領時代に日本が近代的教

育制度を無理やりに導入したり，道路，港をつくらなけ

れば，今日の台湾はなかった１１|本の植民地政策が台湾

発展の原点なのだと主張しているⅡ)。それは現在の台湾

における経済的な側而について述べたものであるが，こ

の論点は本論文の範囲の外にある。だが道徳教育の点か

らみても，現在の台湾の道徳教育は植民地時代からの多

くの影響が残っているのは確かである。その全面的な評

道徳教育

は，漢訳文を拝読せしひくき旨通達した。併し捧読だけ

では猶御旨意貨徹困難の虞もあったので，漢文を以て訓

釈術義を附する事とし，之を内藤恥曳に嘱託した｣(1)。こ

こから，「忠君愛国」を掲げる教育勅語を台湾の実際に

適用するために，日本政府がいろいろと工夫をしたこと

がうかがえよう・従ってそれは教育の理想や目標につい

てのみでなく，教育内容編成の１１－１核となり，教科苔の上

にも大きな影響を及ぼした。

修身科は明治13年I｣本「改正教育令」によって小学校

の筆頭教科とされ，読書・習字・算術（３Ｒ・Ｓ）と共

に欠くことのできない主要教科となった'0)。朋淌31f1鳥７

月台湾公学校令を公布し，８月16日公学校規則（府令第

78号）が発布された。第４条に「公学校／救科I､修

身，作文，読ｉｊ１Ⅲ習字，卿:術，’''１歌，体操トシ共修業ｲﾄﾞ

限'､六箇年トス」と述べられている。日本と同じよう

に，修身教科は第一教科として収んじられていた。ま

た，第１０条「公学校教科の程度」の中で修身科１１は次の

ように述べられている｡｢修身ハ人道実践ノ方法ヲ投ケｕ

常ノ礼俄作法二ｌｌ１ｉ､シメ１１教育二関スル勅語ノ大息及本

島民ノ遵守スヘキ重要ナル諸制度ノ大婆ヲ授ケ……｣１１)。

つまり，修身は，道徳教育の－科目としてとらえられ，

生徒の行儀作法の矯ｌｌﾐと,１１１１性の陶治及び，教育勅語のＩＪＩ

徹などの目的を図るものであり，日本本土と同じレベル

が要求された。

1-1-2．第２期（台滴教育令発布後）

「日本の植民地」時代の第２期は教育方針の確立期Ｉｌ１

といえる。大正８年１月台湾教育令の公布は台湾の教育

史上に一時期を画した。’1本が1895年に台湾を受け継い

で後二四年間を経て，初めて教育制度を正式に公布した

のである。台湾教育令は台湾人に対する学制の方針と，

教育施設の綱領を確立したものであった。その後の台湾

人の教育は，本令に依って行なわれた。

台湾教育令第１章総則'2）

第１条台湾二於ケル台湾人へ本状二依ル

第２条教育ハ教育二脚スル勅語ノ趣旨二基キ忠良ナ

ル国民ヲ育成スルヲ以テ本義トス

第３条教育ハ時勢及民度二適合セシムルコトヲ期ス

ヘシ

第４条教育ハ之ヲ分チテ普通教f『，実業教育，専門

教育及師範教育トス

総則の第２条によると汀教育はあいかわらず教育勅語

に基く「忠臣愛国」の国民の養成を目的とする。上記の

総則に続いて書かれている主旨にも，「何れの種類の教

育を間はず，徳育を主とし，就''１普通:教育，師IMi教育に
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とする｡なぜなら，人l1Uらしい行助や生活を可能にし，

生々としたよい学生にするためである。又，同時に，学

生を教育して愛国者にするのは，同胞を愛し，共に奉仕

し，武任をもって規律を守り，中華民族の道徳文化を具

現する。堂々たる中国人とするためである。前者は必要

不可欠な人格教育・生活教育であるが，後者は重要な民

族精神数育・民族道徳教育であって，どちらがより敢要

かは，決められない。いずれも徹頭徹尾一貫して同じ条

件に楓するものである」というものである'7)。上記か

ら見ると，小・中学校道徳教育の主旨は「よい学生」と

「愛国者」の育成に応じて，「人格教育・生活教育」と

「民族精神教育民族道徳教育」二つの教育目標を達する
ことである。

次に，小学校と中学校の学校教育の中での道徳教育の

実践について述べる。

現在台湾の道徳教育は，他の国々のそれと比較しても

極めて異なった様相を呈している。つまり，中華民族の

道徳文化の''11復を強調し，儒教思想が道徳を支配してお

り，さらに，儒教思想を通して，より国家中心の道徳理

念が植え付けられるようになった。したがって，道徳教

布が常に儒教思想の伝達の道具になり，国家の愛国教育

政策の道具となってきた。儒教思想に基づく，愛国心養

成の教材が多いことも，現在台湾の道徳教育の特色であ

る。周知のように，儒教の道徳思想でもっとも重要なも

のは孝であるが，親子l1Uのありかたにしても，「人間は

洲に孝行しなければカラスにも及ばない」という，古く

からI|刀国で言い伝えられている教訓が，小学校二年生の

ljtl譜教科書で教えられている。中学校二年生の国語s教科

謀では唐朝白居易の「慈烏夜啼」を通じて，世の中で反

lllliの恩を知らぬ人を風刺している。さらに，年上の父に

代わって，戦場へ１１１征した花木蘭という娘の例をあげて

たとえ女の子でも忠孝を達成できることを教えようとし

ている。また，人間関係の中で，立場により倫理規範の

表現も違うとする「父子・君臣・夫婦・長幼・友達」な

ど五つの倫理関係を重んじている。小学校三年生の国語

教科書では「兄が大きな梨を食ぺる」という長幼の序の

鯖神の尊いことを教えているⅡ

小学校の道徳教育課程は一年間の内容を「勤学・礼節

・愛国・寛恕・公徳・信実・協力・守法・正義・友愛・

勇敢・孝順・睦隣・勤倹・知恥・責任・有恒・平和」な

ど十八の徳月を分けて，実際の授業でこの徳目を遂行す

るよう努力している'8)。小学校四年生から使う『生活與

倫理』は毎年この十八の徳目を繰り返し指導する。徳目

教育の内容をもっと詳しく理解するために，小学校五年

価を検討することは今後の大きな探題の一つとする。

次'よ，台湾における現在の道徳教育の現状について見
ることにしよう．

1-2．中華民国復帰後の台湾の道徳教育

さて，五十年|Ｈ１の「忠臣愛国」の皇氏化の洗礼を受け

た台湾が，中華民国に復帰してからの道徳思想はどのよ

うに変化したのか，続いて，「中華民国復帰後」の時代

について台湾政府の教育政雛と学校での実践から，台湾

の道徳教育の根本理念を明らかIこしたいと思う。

1948年国共内戦が終わって，中華民国政府は中国本土

から台湾に移ったが，「大陸反攻」という国家の最大の

目標のために，非常時教育が立案された。教育政策につ

いては，中華民IF|憲法第158条に「教育文化については，

国民の民族精神・自給精神・lIil民道徳・健全体格・科学

及び生活知能を充,浸すべきである」と掲げられている．

特に1952年台湾省教育庁は『台湾省各級学校において民

族精神を加強する教育実施綱要』を頒布した。それは，

台湾が中華民族五千年の伝統的な中国の思想・倫理・道

徳を継承していることを強洲しており，したがって教育

目標は，いかに国家民族の理念を植え付けるかを重要視

している。

国民教育の目標については，台湾は1968年から「九年

国民義務教育」が実施された。1979年総統令公布「国民

教育法」第一条規定は「国民教育の宗旨は中華民'二K|憲法

第158の規定によって，徳・智・体・群・美など五育の

均衡的に発展した健全な国民を養成することである」と

明示している'5)。1979年５｣１，元総統蒋経国は学校ｌＬ１民

生活教育において，国家の復興と建設のために下記の四

点を強調し，諸学校がこの四点に基づき，学生を教える

こととした。1.1K|家＝民族緒神の促進，愛国情操の培

養。２.責任＝国家・社会・家庭・友達に責任がある。３．

栄誉＝正しい道に導いて，優秀な学生及び国民にする。

4.奉仕＝皆に「人生のⅡ的は奉仕にあり」ということを

わからせる．

現在，小学校で使われている『生活輿倫理』という道

徳教育の|Ｊ１定教科書はⅢ1975年教育部が公布した「国民

小学校生活與倫理課程標準」に依って編纂された。中学

校の『公民輿道徳』は]983年に公布された「国民中学校

公民輿道徳課程標準」によって編纂された。どちらも国

立編訳館から出版された教科書を用いている１１１)。教科書

の編纂と教え方は1978年元総統蒋介石の「国民教育小学

校『生活輿倫理」課程，中学校『公民輿道徳』課程の指

示」に準拠する。それは「まず，学生を教育して真人間
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全体的に凡て''二'|玉1革命の父，孫文の幾場が１－１につく。つ

いで登場するのが，台湾政府の精jl《'|'的支liliの役を果たし

ている元総統蒋介石である20)・

中学校では，教育部は元総統蒋介石が作った「青年守

則」を''１学校学生行為の指南に定めている。「青年守則」

十二条の項１１は即ち，中国の伝統的な道徳精神といわれ

る『八徳』（忠・孝・仁・愛・信・義・平和）と「四維」

（礼・義・脈・恥）を総括している２１)。

１．忠勇は愛|Tlの根本である。

２．孝''1(は斉家の根本である」

３．仁愛は接物の根本である。

４．信義は立業の根本である。

５．平和は処世の根本である。

６．礼節は治事の根本である。

７．服従は責任の根本である。

８．勤倹は奉仕の根本である。

９．縦潔は強身の根木であるに，

１o、助人は'快楽の根本である。

１Ｌ学i1IIば済世の根本である。

１２．有恒は成功の根本である。

そこでも「忠」「孝」の二つの徳目を第１条｛よ第２条

で掲げ，嘔要視している。その他の徳I]}よ，小学校の十

八徳１１とほぼ同様であるといえる。

ここまで凡てきたように，「日本の植民地」時代の統

治者は１１m教思想を利用して忠君愛国の思想統制をし，現

在もまた台湾では儒教思想は崇拝され，個人の日常生活

における道徳意識から国家の中心理念にまで大きな影響

を及ぼしている。つまり，このように道徳教育におい

て，儒教思想を重んじ，忠心愛国の理念の養成に力を注

ぐやり方は日本の戦前の修身教育とよく似ているのであ

る。

明治から敗戦まで日本の学校で行われた道徳教育であ

る「修身教育」は，国家主義的なIilIi直した解釈に支配さ

れ，本蘭的に人|川的な意義を見失っていた。第二次世界

大戦の悲惨な経験によって，道徳は現実の国家の秩序を

維持するためだけのものではなく，むしろ，国家を超え

る性格を持たなければならないということを私たちは肝

に銘じた。’'４家の権力によって道徳を振興しようとする

形式そのものが，時代錯誤であることは明らかである。

しかし，現在の台湾は儒教主義道徳教育・徳目主義道徳

教育など戦iiiのロ本の修身教育とiWi似しているに，

道徳教育

生の『生活輿倫理』19)の一部をあげて述べてa:Lよう。

礼節（教師を敬う）

中国漢朝章帝は，臣下である自分の教師に対しては

君臣の礼節を求める前に，まず師弟の礼節を尽くし

た例を引いて説明する。

愛国（田単が国を復興させた）

中国春秋戦国時代，斉国が敗北し，呂城と即墨を除

くすべての関を失った。しかし将軍|Ⅱ単の指揮下，

全国民が協力し，失った領土を取り戻した例を引い

て説明する。

信実（誠実で信用される人間となること）

校長は朝礼の講演に幼いときから誠実だった宋朝の

司馬光と清朝の曽国藩の例を通し，「誠実な子供こ

そ，将来大人になった時，社会・国家に大きな貢献

をする良い公民になるはずだ」と教えた。

協力（協力して国へ恩を報いる）

盛唐朝時代に「安史の乱」によって，亡国の危機が

迫った。郭子儀と季光弼の二人の将顛はｉｉｌｌｐ頃対立

していたが，国のために協力し，唐朝を復興した例

を引いて説明する。

勇敢（八百壮士）

1937年菌溝橋事変後，日本軍ば北京，天津を占拠

し，上海まで追ってきた。国軍団長謝晋元は八百名

を率い，命をかけて，上海を守ったに，

孝順（孝llllm意義）

「孝」は人間の基本的な道徳であるから，よい学生

はまず親孝行をする。自分の体を大事にすること，

親の心を汲むこと，先生と親友を尊敬すること，国

家に忠誠と愛情を捧げることなど四つに分けて，季

の意義を説明する。

知恥（句践復国）

春秋時代，越国は呉国との戦いに敗北し，越王句践

夫婦は，呉王に隷属することとなった:』句践は恥を

忍んで，国の復興計画を立て，二十年｢Ⅱ]の努力を経

て，呉国を滅ぼした例を引いて説明する。

負責（責任を果たす黄百籍）

国共戦争の中で黄百籍将軍は硬荘を５日間守る任務

を果たした。しかし，軍団は殆ど潰滅したので，将

軍は殉死するまで抵抗した例を引１１]して説明する。

上記に見られるように，道徳教育教科il}の中には，中

国古来の思想に基づいた指導が多い。つまり，’'１国のい

にしえの特定の人物の「道徳的な行為」を通じて，抽象

的な徳目を具体的に説明するパターンが多いのである。

人物の扱い方に，儒教倫理が根強く認められる。また，

２．道徳教育の再検討

そこで次に再び戦前日本の修身教育の裏面に隠れてし、
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る根本的な椴造についての検討を皿して台湾が依拠して

きた道徳教育の理念の偏りを明らかにしたい。

て，吉１１１松陰は友愛の情が厚く忠君愛国の精＃''1で固まっ

た人として現われる26)。これでわかるように戦前の教育

においては，理想的人間像を考える際の絶対的尺度は忠

孝であった。こうした尺度そのものは，決して子供たち

１１針の内から'1}たものではなく，常に教科･書とか教師と

かによって，上から与えられたものであった。つまり，

理想的人間像は，児童が欲求し憧れる物ではなく，児童

の向かうべき姿として国家から押し付けられたものであ

ったＵ

このような「樅威主義倫理（AUTHORITARIAN

ETHICS)」とは「何かある権威が,人間にとって何が善

であるかを告げてくれるし，行為の法則と規範とを授け

て､くれる」ような倫理のありかたである26)。したがっ

てその権威を何とするかによって，具体的な内容は異な

る。権力家であれば，国家にとって都合のよいものが倫

理として個人に要求される。また権威が親であれば，親

にとって那合のよいものが倫理として個人に要求され

る。そうすると，椛力者の側からすると，権威者の発す

る命令や指示に従lllKiに従うのが「よい子」であり，反抗

するのが「悪い子」である｡同様Iこ，おどおどし，不安

定感をもっていても，両親のいうことをよく聞き，両親

を喜ばせることだけに努める子供が「よい子」であると

され，１’1分自身の意志と純粋な関心とをもっているが両

親を喜ばせない子供は「悪い子」であるとされる。この

椛威主義の立場で生きていて，何の矛盾も感じることが

なければ問題は起きないかもしれない。だが，ひとたび

自分が依存している権威に対する疑念が生じた時，自分

が依って生きていくべき新たな基準をｎ分自身で打ち立

てることができなければ，人間はどうなるのであろう

か。

私たちは人間社会の中で，習慣に知らず知らずのうち

に馴染承，与えられた環境の中で一番価値あるものを追

求するようになる。しかし，人間が習慣的な動物である

と言っても，習慣の奴隷として，習慣によって機械と同

じように無意識に動かされているわけではない。むし

ろ，１１分が主体的にＭ１考を働かせて，意志決定をするの

である。それに，道徳は自発的な内面的な精神によって

実践されたときにだけ，価値あるものとなるである。外

的な力によって強制されるならば，そのために，道徳性（

は失われてしまう。つまり，外面的な権威・権力に盲従

するにしたがって，「自由」という主体的意志が欠けて

くる。そのために，道徳教育においては，たとえ望まし

い効果を生み出すためであっても，外部からの権力的な

操作を加えることは極力避けなければならない。

2-1．儒教主義に基く道徳教育観の検討

まずW;教主義に基く逆徳観について検討する｡文部省

においては，明治13年３月に編集局をおき，『小学校修

身訓』（西村茂樹編）を刊行して修身教科書lこ模範を示

した。この書は，主として東洋の古典から格言名句を選

んで集録し，仁義忠孝を中心とするlWi教思想を基本とし

て編集している。その巻頭の凡例には次のように述べか

れている。「修身学ノ苔へ宜シク生徒ヲシテ熟読暗記セ

シムペシ。其意味深遠ニシテ。幼年生徒ノ理解スルコト

能ハザルノ譜アルモ，‘illr二之ヲ記憶シテ忘レザル|けハ，

年長ズルニ随上，其意味ヲ了解スルコトヲ得。一生之ヲ

用フルモ尺スコト能へザル者アラム｣22)。つまり本避の

編集方針は子供の時には理解できなくとも，大人になれ

ばその意味がわかり，一生役に立つというのである。儒

教学問観の「経を諦し礼を読む」という通り，書物を読

象知識を得ることを通して，身を修めるに至る。このよ

うな立場から，儒教道徳を基本とする修身教育が行われ

た。この伝統は修身教育に関する限り，第二次世界大１Mt

の終るまで続くのである。

当時修身教育の実際を考察すると，明治16年文部省か

ら出版された『小学修身苔』には「素は徳のもとなり」

と首巻に掲げ，古今の教科書・漢籍より道徳に関する章

句を集めて説明を付している。さらに，その後文部省が

編集した『小学修身書』23）（明治16年刊）をみると，

孝は徳のもとなり。（孝経）

孝を以て，君につかふれば，すなわち忠なり。（孝経）

忠臣は，孝子の門Iこいづ。（孝経）

このように，孝を基本として忠を説き，忠孝の統一を

はかっている。そこから，父子の関係に要求される拳

が，君臣の関係にも要求されるまでに拡大されるように

なった。つまり，家父長主義的な父子関係に固有な，絶

対無条件的な随順の規範意識が君臣関係にまで拡大され

たのである。修身教育はこの段階に入ると，君主権威を

至上とする性格がだんだん明ら力になる。

また，明治37年から終戦に至るまでl｣本の国定教科苫

に登場する主要人物に見ると，登場lL1l数の最も多いのは

明治天皇で，このことから類推するならば，戦前日本に

おいて最高の理想的人１１１１像として示されたのは明治天皇

である。要するに国家の要請によって，明治天皇は日本

の絶対的権威の象徴として強調された2の。他には例え

ば，楠木正行は忠孝二つながらの道を全うした人とし
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や性格を抽象化した概念である。そして，このような徳

目主義道徳教育Iま，内容が抽象的で空虚であるだけに，

時の支配者や権力者によって民衆の精神的支配の手段と

して利用されやすい。つまり，権力者たちにとって支配

に都合のよい徳目が絶対的なものとしてﾈﾘ'聖化され，そ

れに体得実践することが唯一絶対の道徳であり，義務で

あるとして民衆に課せられる〕それは民衆の人間らしい

願いや心情を無視したものであるがゆえに，自主的lこ尊

１１'されず，権力的暴力的に11M従厳守が強制されることに

なる。

日本人は西洋人に比ぺると，罪より恥を認識すること

が多く，自分に対する責任感覚が希薄であるといわれ

る３０)、これは，戦前修身科によって，徳１１による行為の

外面的権威的な規制をし，その内面的自覚に基く「1己規

制を計ることをしなかったことが，その一因をなしてい

るのではないかと考えられる。徳１１だけを尊重する徳目

１二義には，内的な心情を無視したり，形式主義に落ち込

んだりする危険がある.外血的・権威的に強制される道

徳知械が正しい形で彼等自身の主体的なIlliliFIとして定着

し，内耐化することＩ尖きわめて困難である。

むすぴ

道徳教育

2-2．徳目主義の道徳教育の検討

統いて，徳目主義の道徳教育について検討する。この

国家主義の教育思想の尖兵である修身教科書は，明治２３

年の「教育勅語」によってはっきりと方向づけられたと

いえる。内容的には，まず勅語}こ示された徳ロを毎学年

(毎巻)繰り返すようになっている。ここで，「徳目主義」

の修身書の代表的なものといえる蜂是三郎の』'〕]治修身

書』27)の題11を見てみよう。

１．父母ニ孝

２．兄弟二友

３．夫婦相ﾈﾛｽ

４．朋友相信ス

５．恭倹己ヲ持ス

６．博愛衆二及ボス

７．学ヲ修〆業ヲ習う

８．公益ヲ広〆i1t務ヲ開ク

９．国憲ヲ重ソジ国法二遵フ

１０義男公二奉ズ

これらの徳目を，毎巻ほとんど同じ題目を繰り返す。

題名も勅語の文をそのままとっている。親孝行にして

も，兄弟に対する友愛にしても，自然の道徳としてとら

えるだけではなく，教育勅語からの指示あるいは命令と

いう意味も内包している．

明治30年になると，ヘルパルト派の教育思想の影騨な

どにより，「人物主義」の修身教科書があらわれたｕ修

身教科書には，国民道徳の上から見て，多数の理想的人

物が取り上げられて，徳|]を授ける例話の中心人物とし

て描かれた。つまり，模範的な人物を中心として教材を

配列し，一人の人物に数課を設けているが，この場合に

も教育勅語の徳目が各課に配置され，勅語の趣旨の貫徹

がはかられている。

修身教科書から一例をあげると，

「ヲヂハ『本ヲヨムヨリウチノシゴトヲスルププヨイ｡』

トイヒマスカラ，キンジラウヘヨルオソクマデシゴト

ヲシテ，ソノアトデガクモソニシマシタ。｣2脚）

と述べられている。このように，二宮金次郎は勤勉の

典型的人物として取り扱われた。他には例えば，友義の

加藤清正,勇気の木下秀吉などがとりあげられている29)。

徳|]はその時代その社会において大人たち，特にその

時その社会の支配的な立場にある人々にとって望ましい

と思われる道徳価値の分類項目である。当然徳日にはそ

の時代その社会にのみ妥当する特殊な徳目もあれば，時

代や社会を越えて全人類に妥当する普遍的な徳日もあ

る。いずれにしても，現実的な人間の行為や習慣，心情

の

大戦後の11本人は”従来の国家主義的色彩を一姉し，

道徳教育の建設において，偏狭な国家主義やアイディア

リズムなどに由来する外面的・権威主義的道徳教育の欠

陥を克１１Mし，人間主義Iこ立つ教育の創造をめざして努力

している:〕道徳教育の理念も国家Iこ対する義務としての

数育から，人１１１の権利としての教育へと大きな転換が見

られるようになった。つまり，それまでずっと，国家の

ために忠義を尽す皇1F1民の育成をＩ１的としていた道徳教

育が，「個人の尊厳」に立って「人格の完成」をめざす

ことになったのである。

振り返えて台湾の現在における道徳教育の中心理念と

避本施策を顧象るとき，それは戦前日本人の修身教育の

特徴をいまだ残しているといわざるを得ない。経済的・

政治的な観点から見れば，当然かつ不可避な選択といえ

るかもしれない。しかし，道徳教育が人iIU生活の本質に

とって不可欠な問題である以上，その知識・技術を他か

ら強いて教えこまれるのではなく，人間一人一人の主体

性を尊虹し，それに力を貸そうとする「人間教育」とい

う立場から，それを検討し修正する方策が必要不可欠で

ある。

確かに儒教が掲げる道徳観はよいし，教育勅語もそれ

「1体がもつ道徳観に譲りがあるわけではない。たとえ国
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